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第一部【企業情報】

 

第１【企業の概況】

 

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第52期
第３四半期
連結累計期間

第53期
第３四半期
連結累計期間

第52期

会計期間
自 2018年７月１日
至 2019年３月31日

自 2019年７月１日
至 2020年３月31日

自 2018年７月１日
至 2019年６月30日

売上高 （千円） 11,331,459 13,607,037 14,871,802

経常利益 （千円） 1,619,716 2,209,059 1,843,825

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

（千円） 1,075,871 1,379,288 1,251,051

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,109,976 1,447,723 1,277,738

純資産額 （千円） 10,788,556 12,288,525 10,956,318

総資産額 （千円） 13,094,120 15,492,212 13,304,998

１株当たり四半期(当期)
純利益

（円） 189.03 242.34 219.80

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 79.3 76.1 79.3
 

 

回次
第52期
第３四半期
連結会計期間

第53期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年１月１日
至 2019年３月31日

自 2020年１月１日
至 2020年３月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 71.61 94.44
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動は次の通りです。

（切断・穿孔工事事業）

第１四半期連結会計期間において、株式会社アシレの株式を取得し、連結子会社としております。

この結果、2020年３月31日現在では、当社グループは、当社、連結子会社５社及び持分法適用関連会社１社によ

り構成されております。
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第２【事業の状況】

 

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。
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２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調

で推移したものの、米中間の貿易摩擦問題や消費税増税による景気の落ち込みが懸念されるなど、景気の先行きは

不透明な状況が続いております。特に直近においては新型コロナウィルスの世界的感染拡大が懸念されており、不

透明感は増大しております。

　国内建設市場におきましては、公共投資の下支えに加えて、堅調な企業収益を背景とした設備維持・更新のため

の民間投資の増加により、建設需要は底堅く推移しました。しかしながら、今後も引き続き、逼迫した労働市場を

原因とした人件費の上昇や建設資材をはじめとする材料費の上昇による建設コストの増大には十分留意していく必

要があります。

　このような状況下で当社グループは、切断・穿孔工事事業、ビルメンテナンス事業、リユース・リサイクル事業

の全ての事業において積極的な営業活動を展開してまいりました。その結果、特に切断・穿孔工事事業において完

成工事高が増加したため、当四半期連結累計期間の当社グループ全体の売上高は13,607百万円（前年同期比20.1％

増）となりました。また、売上高の増加に伴い、利益面に関しても営業利益は2,097百万円（前年同期比35.9％

増）、経常利益は2,209百万円（前年同期比36.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,379百万円（前年

同期比28.2％増）となりました。　

なお、当社グループの事業は公共事業関連工事が多いため、年間を通じて売上高は第２四半期（10月～12月）・

第３四半期（１月～３月）に集中する傾向にあり、それに比して第１四半期（７月～９月）・第４四半期（４月～

６月）の売上高は減少する傾向にあります。今後、このような業績の変動を平準化していく方針でありますが、当

面、業績が第２四半期、第３四半期に偏る傾向が続くものと思われます。

 

セグメント別の状況は、次のとおりであります。なお、売上高はセグメント間の売上高を含んでおります。

（切断・穿孔工事事業）

主に高速道路・鉄道関連工事の受注が増加したため、完成工事高は11,960百万円（前年同期比23.0％増）となり

ました。また、完成工事高の増加に伴い、セグメント利益は2,468百万円（前年同期比26.1％増）となりました。

（ビルメンテナンス事業）

ビルメンテナンス事業につきましては、首都圏を中心に高層マンション等新規案件の開拓に努めた結果、完成工

事高は285百万円（前年同期比13.0％増）となりました。また、完成工事高の増加に伴い、セグメント利益は37百

万円（前年同期比27.2％増）となりました。

（リユース・リサイクル事業）

リユース・リサイクル事業につきましては、引き続き中古スマートフォン等の販売に係る新規の顧客開拓に努め

てまいりました。その結果、商品売上高は1,360百万円（前年同期比0.4％増）となりました。また、利益率の高い

顧客の確保に努めた結果、セグメント利益は95百万円（前年同期は12百万円のセグメント損失）となりました。

 
（２）財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形・完成工事未収入金及び有形固定資産が増加したこと等によ

り、前連結会計年度末に比べ2,187百万円増加し、15,492百万円となりました。

負債につきましては、未払法人税等及び賞与引当金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ855百万

円増加し、3,203百万円となりました。

また、純資産は、利益剰余金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ1,332百万円増加し、12,288百

万円となりました。この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は76.1％となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、19百万円であります。
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３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

 

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

②【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年５月15日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,000,000 6,000,000
東京証券取引所
（市場第一部）

権利内容に何ら限定の
ない当社における標準

となる株式
 

単元株式数　100株

計 6,000,000 6,000,000 ― ―
 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2020年１月１日～
2020年３月31日

─ 6,000,000 ─ 470,300 ─ 465,100
 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2019年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

   2019年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 260,300
 

― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,738,300
 

57,383 ―

単元未満株式 普通株式 1,400
 

― ―

発行済株式総数 6,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 57,383 ―
 

 

 

②【自己株式等】

  2019年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
第一カッター興業株式会社

神奈川県茅ヶ崎市
萩園833番地

260,300 ― 260,300 4.34

計 ― 260,300 ― 260,300 4.34
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２【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（1949年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年１月１日から2020年

３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年７月１日から2020年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、アーク有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,698,691 6,261,823

  受取手形・完成工事未収入金 ※２  2,293,682 2,908,765

  売掛金 187,227 137,983

  未成工事支出金 344,771 161,725

  商品 79,909 64,129

  材料貯蔵品 149,938 158,856

  その他 167,779 136,842

  貸倒引当金 △8,016 △10,524

  流動資産合計 8,913,984 9,819,603

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 1,256,026 1,375,864

    減価償却累計額 △337,050 △389,267

    建物及び構築物（純額） 918,976 986,597

   機械装置及び運搬具 3,189,269 3,787,419

    減価償却累計額 △2,548,038 △3,007,666

    機械装置及び運搬具（純額） 641,230 779,753

   工具、器具及び備品 91,072 101,840

    減価償却累計額 △67,609 △75,152

    工具、器具及び備品（純額） 23,462 26,687

   土地 1,675,004 2,125,795

   リース資産 45,479 157,095

    減価償却累計額 △20,180 △84,886

    リース資産（純額） 25,299 72,209

   建設仮勘定 42,752 93,000

   有形固定資産合計 3,326,725 4,084,042

  無形固定資産   

   のれん － 363,873

   その他 104,035 124,415

   無形固定資産合計 104,035 488,288

  投資その他の資産   

   投資有価証券 504,479 497,746

   繰延税金資産 208,386 290,696

   その他 249,967 341,655

   貸倒引当金 △2,580 △29,822

   投資その他の資産合計 960,252 1,100,277

  固定資産合計 4,391,013 5,672,608

 資産合計 13,304,998 15,492,212
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  工事未払金 529,393 639,152

  買掛金 189,518 94,665

  1年内返済予定の長期借入金 1,000 29,544

  リース債務 6,907 29,168

  未払法人税等 240,912 628,888

  賞与引当金 52,066 220,700

  その他 787,326 788,554

  流動負債合計 1,807,124 2,430,675

 固定負債   

  長期借入金 － 17,638

  リース債務 19,195 43,636

  役員退職慰労引当金 185,609 228,372

  退職給付に係る負債 334,937 348,377

  その他 1,812 134,986

  固定負債合計 541,555 773,011

 負債合計 2,348,679 3,203,686

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 470,300 470,300

  資本剰余金 462,044 462,044

  利益剰余金 9,765,869 11,030,366

  自己株式 △122,364 △122,502

  株主資本合計 10,575,848 11,840,208

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △7,375 △29,568

  退職給付に係る調整累計額 △19,815 △17,827

  その他の包括利益累計額合計 △27,190 △47,395

 非支配株主持分 407,660 495,712

 純資産合計 10,956,318 12,288,525

負債純資産合計 13,304,998 15,492,212
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年７月１日
　至 2019年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年７月１日
　至 2020年３月31日)

売上高   

 完成工事高 9,976,604 12,246,736

 商品売上高 1,354,855 1,360,300

 売上高合計 11,331,459 13,607,037

売上原価   

 完成工事原価 6,562,067 8,002,647

 商品売上原価 1,033,639 935,767

 売上原価合計 7,595,706 8,938,415

売上総利益   

 完成工事総利益 3,414,537 4,244,088

 商品売上総利益 321,216 424,533

 売上総利益合計 3,735,753 4,668,621

販売費及び一般管理費 2,191,577 2,570,699

営業利益 1,544,175 2,097,922

営業外収益   

 受取利息 53 85

 受取配当金 7,201 44,080

 受取保険金 24,556 18,633

 持分法による投資利益 34,874 28,579

 雑収入 16,050 25,267

 営業外収益合計 82,735 116,645

営業外費用   

 支払利息 761 531

 売上債権売却損 56 6

 支払補償費 3,277 1,872

 雑損失 3,098 3,096

 営業外費用合計 7,194 5,507

経常利益 1,619,716 2,209,059

特別利益   

 固定資産売却益 636 1,798

 保険解約返戻金 18,209 14,947

 特別利益合計 18,846 16,745

特別損失   

 固定資産売却損 21 334

 固定資産除却損 8,276 6,177

 特別損失合計 8,298 6,512

税金等調整前四半期純利益 1,630,264 2,219,293

法人税等合計 522,722 751,364

四半期純利益 1,107,542 1,467,928

非支配株主に帰属する四半期純利益 31,671 88,639

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,075,871 1,379,288
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年７月１日
　至 2019年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年７月１日
　至 2020年３月31日)

四半期純利益 1,107,542 1,467,928

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 363 △22,193

 退職給付に係る調整額 2,070 1,988

 その他の包括利益合計 2,433 △20,205

四半期包括利益 1,109,976 1,447,723

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,078,305 1,359,083

 非支配株主に係る四半期包括利益 31,671 88,639
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

第１四半期連結会計期間より、新たに株式を取得した株式会社アシレを連結の範囲に含めております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形裏書譲渡高　

 

 
前連結会計年度
（2019年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（2020年３月31日）

受取手形裏書譲渡高 297,620千円 265,781千円
 

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、

前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の前連結会計年度末日満期手形が前連結会計年度末日残

高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2019年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

受取手形 14,739千円 －千円

裏書手形 25,088千円 －千円
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（四半期連結損益計算書関係）

○ 売上高の季節変動

前第３四半期連結累計期間（自 2018年７月１日 至 2019年３月31日）及び

　　当第３四半期連結累計期間（自　2019年７月１日　至　2020年３月31日）

当社グループの売上高は、公共事業関連工事が多いため、第１四半期（７～９月）、第４四半期（４～６月）が

減少し、第２四半期（10～12月）、第３四半期（１～３月）に増加する傾向にあります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は

次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年７月１日
至 2019年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年７月１日
至 2020年３月31日）

減価償却費　　　　　　　    293,350千円 360,330千円

のれんの償却額　　　　　　　　

　
13,818千円 27,990千円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自 2018年７月１日 至 2019年３月31日）

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年９月27日
定時株主総会

普通株式 143,491 25 2018年６月30日 2018年９月28日 利益剰余金
 

 (注)１株当たり配当額には記念配当５円が含まれております。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自 2019年７月１日 至 2020年３月31日）

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年９月27日
定時株主総会

普通株式 114,793 20 2019年６月30日 2019年９月30日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年７月１日 至 2019年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
切断・穿孔工事

事業
ビルメンテナン

ス事業
リユース・
リサイクル事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 9,723,570 253,033 1,354,855 11,331,459 11,331,459

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 9,723,570 253,033 1,354,855 11,331,459 11,331,459

セグメント利益又は損失(△) 1,957,938 29,212 △12,644 1,974,507 1,974,507
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,974,507

全社費用（注） △443,408

セグメント間取引消去 13,076

四半期連結損益計算書の営業利益 1,544,175
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理本部に係る費用であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年７月１日 至 2020年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
切断・穿孔工事

事業
ビルメンテナン

ス事業
リユース・
リサイクル事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 11,960,847 285,900 1,360,289 13,607,037 13,607,037

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 11,960,847 285,900 1,360,289 13,607,037 13,607,037

セグメント利益 2,468,735 37,162 95,162 2,601,060 2,601,060
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 2,601,060

全社費用（注） △514,233

セグメント間取引消去 11,094

四半期連結損益計算書の営業利益 2,097,922
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理本部に係る費用であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年７月１日
至 2019年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年７月１日
至 2020年３月31日）

　 １株当たり四半期純利益 189円03銭 242円34銭

   （算定上の基礎）   

   親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 1,075,871 1,379,288

   普通株主に帰属しない金額（千円） － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益（千円）

1,075,871 1,379,288

   普通株式の期中平均株式数（千株） 5,691 5,691
 

 (注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 
２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年５月14日

第一カッター興業株式会社

取締役会  御中

 

アーク有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 村瀬　征雄 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 髙屋　友宏 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一カッター興

業株式会社の2019年７月１日から2020年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年１月１日から

2020年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年７月１日から2020年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一カッター興業株式会社及び連結子会社の2020年３月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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